



















































Looking for Clayfish in Paddy Fields;

















が多層的，つまり（ 1 ）健康な心と体，（ 2 ）
自立心，（ 3 ）協同性，（ 4 ）道徳性・規範意




























































































































































































































































































































































































































































保育記録 6 から約 5 か月後に再びザリガニ
について保育園での大きな活動が行われるの
だが，子どもたちはこのザリガニたちを飼育
し，観察を続けてきたのである。このような
生き物を観察する活動は，どのように終える
のか（あるいは終わるのか）が教育的にも重
要である。保育者はザリガニの生態を子ども
たちに調べる機会を与え，冬眠の意味や生き
物の命の大切さを様々な角度から考える機会
を与えたようである。「生命尊重」を環境を
通してどのように学ぶことができるかを考え
たときに，多くの保育者の頭に浮かぶのが生
き物を飼育することであろうが，「いかに飼
育を終えるのか」に思い至る保育しは案外に
少ないのかもしれない。また，ザリガニを逃
がすという選択を，子どもたちが話し合って
決めるという，決定までのプロセスも注目し
てよいだろ。「環境」の「ねらい」にあるよ
うに，「他の子どもの考えなどに触れて新し
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い考えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自
分の考えをよりよいものにしようとする気持
ちが育つ」ようにする機会は，こういった場
面にもあるのだ。
⑷　保育記録を読むこと：まとめ
 以上のように保育記録を丁寧に読み解く
ことで，「環境」を通して子どもたちは何を
どのように体験し，また学ぶことができるの
かを明らかにしてきた。優れた保育実践にお
ける一つ一つの活動や発話には，『幼稚園要
領』『保育所保育指針』『幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領』に裏打ちされた保育者
の教育方針と想いを見て取ることができる。
今回とりあげた保育記録では，子どもたち
が，ザリガニのオスとメスをつがいにしよう
と計画し，餌をつけた竿を持って出かけたり，
ザリガニの生息している川の情報を得て散歩
に出かけるものの，何度散歩へ出かけても，
ザリガニを捕獲ができない失敗の記録であ
る。しかしこれは，簡単に失敗の記録という
ことでもない。子どもたちは，自然を相手に
した時に，何度チャレンジしてもうまくいか
ない事，計画通りに物事は進んでいかないこ
とを事を学んでいる。
ザリガニを取りたいと思って散歩へ行って
も，オタマジャクシやシジミなど，他の生き
物ばかりが集まっていき，今回は，結果的に
水族館ができてしまった。計画通りにいかず，
計画からどれだけずれてしまうかどうか，そ
のずれに対して，保育士はどういうふうに対
応するか。この実践記録では，物事が想定外
の方向に進展するのに応じてどのように保育
士が対応したのかがよくあらわされている。
『幼稚園教育要領』や『保育所保育指針』『幼
保連携型認定こども園教育・保育要領』にお
いては，プロセスが大事と説かれているが，
なぜプロセスが大事かと考えると，思うよう
にならない時に，保育士と子どもたちはどう
工夫するとかが大切なのである。思うとおり
にいかないからと言って，それが失敗と思う
必要はないのである。
今回の保育事例において目的を達成すると
いう事は，ザリガニを取ることではなく，実
は子どもたちが自然とどのように向き合うべ
きかを学び，「（自然）環境は自分たちの思う
ようにならない」ということを理解し，「思
うようにならない」場合にどうすればよいの
かを考えることが大切なのである。さらに，
このような環境を通しての学びが可能なにな
るのは，熟練の保育士にとっては無意識のう
ちに行う柔軟な対応であるが，新任の保育士
には難しい側面も多々あるだろう。このよう
に考えると，お散歩保育を中心とした「環境
を通した学び」のさまざまな場面は，保育者
の成長の契機にもなりうるのであり，保育者
養成の観点からも「環境領域」は重要なので
ある。
今回のように自然の中で「思い通りになら
ない」を学ぶ機会を子どもに提供する際に最
も重要なことは，安全対策を万全にしておく
ことであるのは言うまでもない。ザリガニを
取りに行く前には，必ず，保育士は川の様子
とまわりの草の様子，それから近所の人に
「ザリガニがいるか」どうかの聞き取りも行っ
ている。「思い通りにならない」，あるいは想
定外のことが起こりうる場において，子ども
の安全や危険回避にはあらゆる可能性を考え
た事前の準備が不可欠である。今回の保育実
践においても，万全の危機管理が行われてい
たことは述べておきたい。
Ⅲ．おわりに
幼児教育における環境教育というのは，小
学校の理科教育のようではなく，図鑑を持っ
て来て，花の名前を覚えたり，虫の名前を覚
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えたりするように知識を覚えていくことでは
ない。多くの保育園で，園庭で植物を栽培し
たり，動物を飼ったりすることがあると思う
が，それは自然と親しんだり観察することだ
けが大事でなくて，思うとおりにならない
（自然）環境といかに関わるかを，子どもた
ちが体験しながら学ぶことが大切である。
保育士は，日々の保育の中で，保育室の環
境だけでなくて，保育室の外で出会う子ども
の環境を，変化に応じて，保育に生かせるよ
うに柔軟性を持つことが大事であり，常に保
育室の自然環境と屋外の自然をどうつなぎ合
わせるかを考えることが求められる。保育室
の中だけの環境では十分でないし，一時的に
外に出ての環境教育は，知識として成り立っ
ていても，自然や環境と向き合うことに不十
分になる。日常の生活と屋外の環境をどうリ
ンクさせていくかが，環境教育で大事なこと
であろう。環境教育はバラバラになるもので
はなくて，保育室と保育園の外，両方をうま
くつなげることが大事である。それが結果的
に，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を実現することになるのだ。
幸田町立幸田保育園は自然と環境に恵まれ
た保育園であり，経験豊富な保育者の実践だ
からこそ今回のような保育が行えたというの
は事実である。しかし，「環境」で何を育て
るのかを理解した上で，保育者が自分の置か
れた環境を理解することで，さまざまな環境
領域に関する保育実践が可能となるはずであ
る。その意味で，この保育実践記録を読み解
くことで明らかになったことは，自然環境に
恵まれるか否かという保育園を取り巻く環境
によって表面上は変わることがあっても，そ
の目指すところは変わることはないはずであ
ろう。
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